
「令和６年度 新任（保育士・保育教諭・職員）研修会」報告書 

 

【期日】令和６年５月１７日（金） 

【会場】佐賀県社会福祉会館 ２階 大研修室 

【主催】佐賀県保育会 

【参加者数】７６名（会場４８名、オンライン２８名） 

【内容】研修１ 12：30～16：30 

 ｢社会人・保育者として輝いて生きる  

～あなたが素敵に生き抜く処方箋～」 

 講師 吉田 茂 氏（大分・ふたばこども園 園長） 

 

研修１ ｢社会人・保育者として輝いて生きる ～あなたが素敵に生き抜く処方箋～」 

 講師 吉田 茂 氏（大分・ふたばこども園 園長） 

 

１. プロローグ ―はじめに― 

〈１〉 保育・教育において、最も大切だと思うことのひとつ 

「子どもをわかる」とうこと 

２. ようこそ！ ―社会人の仲間入り― 

〈１〉 社会人にとって必要な力って？ 

「社会人基礎力」の定義 

 ・前に踏み出す力（アクション） 

 ・考え抜く力（シンキング） 

 ・チームで働く力（チームワーク） 

〈２〉 あなたが社会人になって活躍するには、「興味」が必要。 

 ・保育と言う仕事に、どれだけ興味を持てるか。それが社会人として活躍す

るためのスタートライン 

 

〈３〉 あなたが社会人になって成長するには、「振り返り」が大事。 

 ・１日の終わりは、振り返って「気づき」を得る。 

 



〈４〉 あなたが社会人になって成果を上げるには、「目標」をもつこと。 

 ・あなたはどんな保育者になりたいか、園の仲間・チームとどんな保育を実

現したいという目標があればもっといい。 

〈５〉 前半さいごに ―私が伝えたいこと― 

 自分の夢や目標のために一生懸命になろう 

 夢や目標に向かって進むのは自分。 

 一生懸命にやるからこそ、楽しくなります。 

 

 

 

３. ようこそ！ ―保育者の仲間入り― 

〈１〉 保育は「環境」を通して行うもの。 

〈２〉 子どもの姿ベースの保育実践サイクルとは。 

（※ドキュメンテーションの紹介含む） 

〈３〉 子どもを「大切」にした保育をしよう。 

 ・保育者のかける言葉は、時に天と地の差がある 

４. エピローグ ―さいごに― 

〈１〉 保育に「志」をもってみる 

 ・志をもつと、保育に誇りを持てるようになる。 

  志をもつからこそ、あなたは生き生きと輝きます。 

 

【感想】 

 吉田先生の優しく、ゆっくりとしたお話し。背中に手を当てられ「大丈夫」と言ってくだ

さっているような講義でした。新任さんが社会に出られ１ヶ月余り。期待と不安でいっぱい

の時期です。『安心してください。身についていますよ』『みなさんならきっと大丈夫』素敵

な言葉を沢山頂きました。保育に志をもって人生を楽しく輝いて歩んで行きたいです。あり

がとうございました。 

（文責：七山保育園 竹永かつこ） 


